
 

 

令和８年１月５日 
浜松市中央区東行政センター 

地域振興グループ 

℡ 053－424－0115 

 

第十八回「十湖賞」俳句大会 

“表彰式”の開催について 

報 道 発 表 

 

 令和７年７月から９月にかけ実施した第十八回「十湖賞」俳句大会は、浜松市を中心

に全国から投句をいただき、厳正な審査を経て下記の通り表彰式を開催する運びとなり

ました。 

 是非、取材いただきますようお願いします。 

 

１ 表彰式 

（1）日 時  令和８年２月 11日（水・祝）午前 10時～ 

（2）会 場  浜松市総合産業展示館北館 4階 1号ホール 

（3）出席者  各部門佳作以上計 40名（予定） 

（4）その他 

・応募者 6,297人 総投句数 10,708句 入選句数 120句 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）昨年の表彰式の様子 

（表彰状授与） 

（十湖賞受賞者が副賞の掛け軸を披露） 

（入選句パネルの展示） 

（入選者への副賞） 



  
 

 

 

２ 第十八回「十湖賞」俳句大会結果 

 （1）投句者数及び投句数 

 一般の部 高校生の部 中学生の部 
小学生以下

の部 
合計 

投句者数 861 人 1,550 人 2,204 人 1,682 人 6,297 人 

投句数 1,659 句 2,790 句 3,351 句 2,908 句 10,708 句 

 

 （2）入選句（十湖大賞及び十湖賞） 

  ・十湖大賞（小学生以下の部）「メンダコに会えたらいいな夏休み」 

作者：三島
み し ま

 実紗
み さ

（豊西小学校４年：浜松市） 

・十湖賞（一般の部）「少年に翼の生えて夏休」 

作者：鈴木
す ず き

 薫
かおり

（愛知県名古屋市） 

  ・十湖賞（高校生の部）「遠霞フルートに入る息朗々」 

作者：福原
ふくはら

 すみれ（星陵高等学校２年：富士宮市） 

  ・十湖賞（中学生の部）「ひまわり君うつむくなんて君じゃない」 

作者：中田
な か た

 凜
りん

太朗
た ろ う

（曳馬中学校３年：浜松市） 

  ※十湖大賞は各部門の十湖賞から選ばれ、今回は「小学生以下の部」からの選出となりま

した。 

 

３ 第十八回「十湖賞」俳句大会概要 

 （1）応募句数  1 人 2 句まで※未発表の作品に限る。 

 （2）応募区分  一般の部  

高校生の部 

中学生の部 

小学生以下の部 

 （3）応募期間  令和７年７月１日（火）～９月 30日（火） 

 （4）選者    秋原 容子  氏（俳誌「みづうみ」同人） 

髙柳 克弘 氏（俳誌「鷹」編集長） 

村松 二本 氏（俳誌「椎」主宰） 

百合山 真苗 氏（俳誌「海坂」編集長）（五十音順） 

 （5）賞                            

部門 十湖賞 各 賞 特 選 佳 作 奨励賞 

一般の部 1句 区長賞 １句 ２句 ６句 20句 

高校生の部 1句 県教育長賞 １句 ２句 ６句 20句 

中学生の部 1句 市教育長賞 １句 ２句 ６句 20句 

小学生以下の部 1句 市教育長賞 １句 ２句 ６句 20句 

                                計 120句 


